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編集
後記

　村井先生，11 年間，本誌の編集をご苦労さまでした。
私にとっては「感謝」の気持ちで一杯です。
　と言いますのも，月 1 回の編集会議は，大学などで
時間に追われがちな私には，いつも楽しく，リフレッ
シュさせていただく清涼剤のような時間だったからで
す。
　これもひとえに，村井先生のお人柄によるものだっ
たと思います。温厚篤実にして誠実，他人への繊細な
気配りは，なにも編集会議に限ったことではないで
しょうが，村井先生の人となりを端的に表す言葉です。
11 年間もご一緒していると，一度ぐらいは嫌な思いを
するものでしょうが，いま思い起こしてもそんな記憶
はありません。このことは，藤岡先生や編集担当者の
方々も同じ思いでしょう。
　村井先生の他人への気配りは，論文審査においても
しばしば見られます。本誌の論文審査は，A~D の４
段階で判定をしています。A（採用）と D（不採用）
の判定は，３名の編集委員の意見が異なることはまずな
いのですが，判定で悩むのは，B（マイナー修正後採
用）と C（再審査）のいずれにするかを決めるときで
す。そんなとき，決まって村井先生は，「下向きの B 
ですね」と言われ，できる限り採択してあげようとの
思いから，多くの厳しいコメントをつけながらも，採
用の最終判定をされます。いかにも村井先生らしい寛
容さと厳しさを垣間見る一幕です。　
　論文審査以外においても，先生から刺激を受けるこ
とがしばしばありました。「特集やセミナー」の企画

について話し合うとき，村井先生の医療知識がとても
詳しいことに驚かされました。学会や研究会などで，
常に新しい情報を得ようと努められておられるので
しょうが，先生が臨床を重んじられ，誠実かつ熱心に
取り組んでおられる証だと思います。
　刺激を受けるといえば，先生には計り知れないエネ
ルギーがあります。例えば編集会議後，夜遅く再び大
学に戻られることもしばしばです。あの体力はボート
で培われたものでしょうが，疲れた様子もなく，こま
めに東奔西走される姿を見ていると，刺激を受けても
私には真似ることもできず，驚きのほかありません。
　特殊な病理組織の論文を審査するとき，私たち編集
委員は判断に困ってしまいます。そんなとき，村井先
生の誠実さと几帳面さが自然と顔を出し，「知人の○○
先生にコメントをもらっておきます」と，その場を解決
して下さいます。これからが大変だな，と思う心境です。
　村井先生は，わが国有数の慶應義塾大学の教授・病
院長として，多くの優秀な同門を 1 つに束ねられまし
た。個性豊かな医師の人心をまとめることは大変なこ
とだったと思います。その苦労を微塵たりとも見せず，
体制を整えられたことは，敬意の一言です。泌尿器科
学会においても同様で，理事長として会員を 1 つにま
とめられ，学会の発展に尽くされました。昨今の社会
は，医療界を含めてあまりにも私利私欲が多くなって
います。残された私たちは，他人のことを思いやり，
力を合わせる大切さを今一度思い起こしたいと思いま
す。 （郡　健二郎）
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